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第
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十
二
回
春
日
万
葉
の
森
歌
垣
大
会

短
歌
・
俳
句
作
品
集

春
日
風
鈴
ま
つ
り

◦
日
時

　令
和
二
年
八
月
一
日

◦
場
所

　和
歌
山
県
海
南
市

「
春
日
神
社
」
に
て
作
品
発
表



− 1−

令
和
二
年
度
第
二
十
二
回

春
日
万
葉
の
森
歌
垣
大
会
を
記
念
し
て

春
日
万
葉
の
森
歌
垣
大
会

会
　
長
　
花
　
畑
　
重
　
靖

（
海
南
文
化
協
会
会
長
）

　

元
号
が
変
わ
り
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
一
入
目
出
度
い
気
分
が
抜
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎

が
出
没
し
始
め
、
あ
っ
と
言
う
間
に
全
国
各
地
に
蔓
延
し
ま
し
た
。

　

春
日
万
葉
歌
垣
大
会
も
、
今
年
は
如
何
な
る
こ
と
や
と
、
案
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
熱
い
思
い

で
、
多
く
の
作
品
を
寄
せ
て
頂
き
、
短
歌
１
１
３
首
・
俳
句
１
２
７
句
を
数
え
、
こ
こ
に
無
事
に
大
会
を
開

催
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
本
大
会
第
一
回
目
よ
り
、
作
品
の
選
考
に
当
た
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
選
者
先
生
方
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

も
関
り
ま
せ
ず
、
ご
来
海
下
さ
い
ま
し
て
、
き
め
細
か
く
ご
丁
寧
な
選
考
を
し
て
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
常
の
喜
び
哀
し
み
、
大
自
然
と
の
対
話　

社
会
へ
の
鋭
い
視
線
な
ど
、
感
性
豊
か
に
表
現
さ
れ
た
作
品

に
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
紙
一
重
で
選
か
ら
洩
れ
た
作
品
に
も
心
の
片
隅
よ
り
、
賞
賛
の
拍
手
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　

歴
史
に
残
る
春
日
万
葉
歌
垣
大
会
が
、
こ
の
様
に
多
く
の
方
々
の
お
力
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
事
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
祝
い
と
、
御
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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春
日
神
社
参
道
沿
い
に
建
つ
「
一い

ち
に
ゅ
う入の
句
碑
」

か
つ
て
春
日
神
社
の
神
主
を
努
め
て
い
た
十

人
衆
の
ひ
と
り
、
石
倉
氏
。
そ
の
中
に
海
南

の
俳
祖
と
云
わ
れ
る
石
倉
三
左
衛
門
。
そ
の

人
が
一
入
（
容
膝
軒
一
入
子
）
で
あ
る
。

俳
　
句
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大
　
賞

明
　
賞

和
歌
山
県
岩
出
市　

土
江　

祥
元

寒
雷
や
塔
を
貫
く
心
柱

浄
　
賞

三
重
県
紀
北
町　

奥
川　

純
子

水
音
の
日
毎
豊
か
に
蕗
の
薹
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優
秀
賞

正
　
賞

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町　

野
口　
　

城

子
に
は
子
の
小
さ
き
四
手
白
魚
汲
む

直
　
賞

和
歌
山
県
海
南
市　

前
田　

長
徳

簾
巻
く
水
平
線
の
見
ゆ
る
ま
で

勤
　
賞

福
井
県
あ
わ
ら
市　

木
幡　

嘉
子

初
景
色
画
く
一
色
の
古
代
墨
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一
入
賞
（
春
日
の
森
賞
）	

（
海
南
で
の
俳
諧
の
祖
と
云
わ
れ
る
「
一
入
」）

一
入
賞
は
「
一
入
子
顕
彰
会
」
の
石
倉
實
氏
（
一
入
子
末
裔
）
よ
り
出
さ
れ
ま
す
。

歳
一
つ
い
た
だ
い
て
飲
む
福
茶
か
な	

和
歌
山
県
海
南
市　
　

上
ノ
山
陽
子

う
す
れ
ゆ
く
靄
に
現
は
る
花
の
雲	

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町　
　

下
村
ツ
ヤ
子

花
片
を
籠
に
花
咲
爺
の
如	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　
　

天
倉　
　

都

産
卵
す
と
ん
ぼ
に
水
の
ゑ
く
ぼ
か
な	

千
葉
県
千
葉
市　
　

露
木　

伸
作

病
む
母
を
頼
み
逝
く
父
虎
落
笛	

和
歌
山
県
海
南
市　
　

前
田　

汐
音

ダ
ム
湖
よ
り
溢
れ
落
ち
た
る
花
筏	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　
　

太
田　

妙
子

山
桜
新
人
教
師
迎
へ
け
り	

愛
知
県
日
進
市　
　

嶋　
　

良
二

家
ご
と
の
灯
り
の
色
や
朧
月	

愛
知
県
東
浦
町　
　

伊
藤　

京
子

夜
桜
の
白
き
ひ
と
ひ
ら
ま
た
ひ
と
ひ
ら	
静
岡
県
富
士
市　
　

窪
田
か
づ
江
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畑
中　

敏
子
（
和
歌
山
県
有
田
市
）

１　

朽
木
も
錆
び
し
油
槽
も
春
が
す
み

２　

四
面
楚
歌
寝
こ
ろ
ん
で
聞
く
花
便
り

３　

初
づ
み
の
蕗
の
香
溢
る
厨
か
な

４　

猫
じ
ゃ
れ
て
又
も
倒
せ
し
猫
柳

５　

父
目
覚
め
ず
節
く
れ
の
手
に
独
活
採
り
て

６　

蜜
蜂
の
訪
ふ
羽
音
の
み
寺
の
午
後

	

石
倉　
　

實
（
三
重
県
紀
北
町
）

７　

春
一
番
岬
も
白
く
な
り
に
け
り

８　

漁
了
え
て
帰
る
港
に
夕
霞

９　

海
明
け
し
磯
や
ど
か
り
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

10　

春
の
波
子
等
の
足
下
洗
い
お
る

11　

網
繕
う
漁
夫
の
背
中
に
春
北
風

12　

秋
霞
山
も
遠
く
に
な
り
に
け
り

	

堀
ノ
内
和
夫
（
奈
良
県
奈
良
市
）

13　

石
仏
や
空
に
雲
雀
を
遊
ば
す
る

14　

風
薫
る
大
和
三
山
雲
ひ
と
つ

	

木
幡　

嘉
子
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

15　

初
景
色
画
く
一
色
の
古
代
墨

16　

里
の
灯
の
消
え
て
蛙
の
夜
と
な
る

17　

窯
出
し
の
弾
む
心
や
風
光
る

18　

古
代
米
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
稲
の
花

	

下
村
ツ
ヤ
子
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

19　

う
す
れ
ゆ
く
靄
に
現
は
る
花
の
雲

20　

瑞
垣
の
幟
さ
や
か
に
七
、五
、三

	

樋
口　

里
美
（
三
重
県
紀
北
町
）

21　

沖
に
出
る
鴨
に
序
列
の
あ
る
が
如

22　

波
の
綺
羅
微
塵
に
砕
き
鴨
群
る
る

23　

猫
柳
一
間
に
灯
す
燻
し
銀

24　

時
雨
て
も
浦
に
華
や
ぐ
大
漁
旗

	

奥
川　

純
子
（
三
重
県
紀
北
町
）

25　

拝
殿
に
鈴
の
高
鳴
り
春
を
呼
ぶ

26　

水
音
の
日
毎
豊
か
に
蕗
の
薹

	

東　
　

優
子
（
三
重
県
紀
北
町
）

27　

山
磴
に
祢
宜
の
木
沓
の
音
も
秋

28　

卵
と
く
箸
音
か
ろ
し
春
の
朝

29　

花
吹
雪
巫
女
は
出
仕
の
紅
袴

30　

咲
き
ほ
こ
る
薔
薇
に
真
珠
の
如
き
雨

	

原　
　

茂
美
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

31　

火
き
り
火
に
一
気
に
盛
る
ど
ん
ど
か
な
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32　

紀
国
の
樽
酒
並
ぶ
卯
杖
祭

	

露
木　

伸
作
（
千
葉
県
千
葉
市
）

33　

朝
の
陽
に
嬰
の
肌
い
ろ
桜
か
な

34　

星
屑
を
加
へ
七
夕
飾
り
か
な

35　

ま
つ
さ
ら
な
朝
日
に
辛
夷
芽
吹
き
け
り

36　

産
卵
す
と
ん
ぼ
に
水
の
ゑ
く
ぼ
か
な

	
福
岡　
　

悟
（
東
京
都
八
王
子
市
）

37　

慰
霊
の
日
言
の
葉
み
は
つ
伊
波
普
猷

38　

原
爆
の
日
も
人
間
よ
人
に
な
れ

	

野
口　
　

城
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

39　

幾
尾
根
を
つ
な
ぐ
有
田
の
花
蜜
柑

40　

子
に
は
子
の
小
さ
き
四
手
白
魚
汲
む

41　

桜
貝
大
宮
人
の
踏
み
し
浜

	

平
本　
　

文
（
京
都
府
木
津
川
市
）

42　

秋
過
ぎ
て
春
日
の
森
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

43　

迷
い
込
み
時
代
感
じ
る
森
の
中

	

羽
賀　
　

明
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

44　

冬
ざ
る
る
登
る
人
な
き
登
山
口

45　

今
昔
の
写
真
展
あ
り
秋
の
暮

	

江
見　
　

巌
（
兵
庫
県
相
生
市
）

46　

玉
砂
利
の
音
高
く
な
り
寒
明
け
る

47　

白
梅
や
空
を
見
上
げ
る
万
華
鏡

	

荒
井　

初
美
（
東
京
都
豊
島
区
）

48　

桜
花
真
白
く
包
む
子
ら
の
顔

49　

青
空
に
笑
顔
健
や
か
初
節
句

	

前
田　

長
徳
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

50　

盆
梅
に
古
木
の
気
品
領
し
け
り

51　

簾
巻
く
水
平
線
の
見
ゆ
る
ま
で

	

野
上　

悦
司
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

52　

山
里
に
訪
ふ
人
も
な
し
蜻
蛉
飛
ぶ

53　

一
列
の
黄
色
帽
子
や
雲
の
峰

	

貞
住　

昌
彦
（
東
京
都
新
宿
区
）

54　

新
緑
の
一
葉
ひ
と
葉
や
神
宿
る

55　

風
鈴
や
風
の
道
ま
た
神
の
道

	

上
ノ
山
陽
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

56　

寒
明
け
の
砂
防
ネ
ッ
ト
の
風
の
跡

57　

山
風
に
紅
姦
し
き
藪
椿

58　

秋
草
や
案
内
板
の
読
め
ぬ
ほ
ど

59　

歳
一
つ
い
た
だ
い
て
飲
む
福
茶
か
な
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杉
山　

太
郎
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

60　

花
筏
人
の
こ
こ
ろ
も
浮
か
ば
せ
て

61　

桜
満
開
追
悼
番
組
の
笑
ひ

	

新
井
た
か
志
（
神
奈
川
県
大
井
町
）

62　

北
斉
の
浪
明
ら
か
に
春
怒
涛

63　

札
受
く
る
水
門
当
番
水
温
む

	
吾　

亦　

紅
（
大
分
県
国
東
市
）

64　

風
鈴
の
風
の
音
色
や
膝
枕

65　

恋
心
秘
め
た
風
鈴
鳴
り
に
け
り

	

土
江　

祥
元
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

66　

寒
雷
や
塔
を
貫
く
心
柱

67　

老
木
の
威
儀
を
正
し
て
梅
白
し

	

笠
原　

祐
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

68　

岬
お
ぼ
ろ
海
士
の
宮
な
る
千
度
石

69　

そ
の
下
に
父
祖
を
眠
ら
せ
桜
老
ゆ

	

舘　

健
一
郎
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

70　

金
風
や
歴
史
の
路
地
を
曲
が
り
ゆ
く

71　

気
負
い
な
く
流
る
る
水
は
滝
と
な
り

	

湯
上
ひ
と
み
（
和
歌
山
県
紀
美
野
町
）

72　

手
土
産
に
独
活
近
況
を
少
し
だ
け

73　

里
山
の
花
守
り
と
な
り
Ｉ
タ
ー
ン

	

坂
口　

和
代
（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）

74　

雨
や
ど
り
枝
垂
桜
の
影
の
中

75　

立
ち
こ
ぎ
の
ペ
ダ
ル
は
軽
し
風
光
る

76　

老
鶯
の
し
き
り
に
鳴
け
る
武
家
屋
敷

77　

つ
ぎ
つ
ぎ
と
風
透
き
と
お
る
新
樹
か
な

78　

木
守
柿
鴉
の
来
た
り
て
突
つ
き
け
り

79　

海
よ
り
の
カ
フ
ェ
の
日
溜
り
日
向
ぼ
こ

	

林　

游
美
子
（
京
都
府
京
都
市
）

80　

春
日
社
の
絵
馬
に
あ
づ
け
し
わ
が
春
愁

81　

青
葉
闇
春
日
の
森
の
深
さ
か
な

	

板
敷　

清
光
（
大
阪
府
泉
南
市
）

82　

天
網
悪
を
ゆ
る
さ
ぬ
と
水
澄
め
り

83　

こ
の
風
と
決
め
て
遠
く
へ
翔
ぶ
柳
絮

	

前
田　

汐
音
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

84　

病
む
母
を
頼
み
逝
く
父
虎
落
笛

85　

親
つ
ば
め
迷
ひ
込
み
た
る
座
敷
か
な

	

砂
山　

恵
子
（
愛
媛
県
西
条
市
）

86　

二
メ
ー
ト
ル
間
を
開
け
て
青
き
踏
む

87　

去
り
際
の
美
し
き
人
葛
桜
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太
田　
　

舞
（
東
京
都
大
田
区
）

88　

黒
葡
萄
ひ
と
粒
ご
と
に
光
あ
り

89　

秋
夕
焼
サ
ー
フ
ァ
ー
遠
く
由
比
ヶ
浜

	

太
田　

妙
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

90　

天
よ
り
の
嘆
き
の
雨
か
涅
槃
寺

91　

ダ
ム
湖
よ
り
溢
れ
落
ち
た
る
花
筏

	
三
津
野
真
緒
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

92　

春
シ
ョ
ー
ル
綿
の
香
り
と
ツ
ナ
サ
ン
ド

93　

カ
タ
カ
タ
と
母
の
ミ
シ
ン
に
春
の
風

	

嶋　
　

良
二
（
愛
知
県
日
進
市
）

94　

山
桜
新
人
教
師
迎
へ
け
り

95　

沢
釣
り
の
天
蚕
糸
き
ら
り
と
春
の
風

	

天
倉　
　

都
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

96　

庭
焚
火
い
つ
も
の
顔
の
出
揃
ひ
ぬ

97　

花
片
を
籠
に
花
咲
爺
の
如

	

佐
藤　

富
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

98　

花
満
開
産
土
参
り
佳
き
日
な
り

99　

山
峡
も
空
も
含
み
て
春
風
車

	

澤　
　

禎
宣
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

100　

春
雷
や
絵
解
僧
侶
の
青
頭

101　

水
面
の
空
に
た
奔
る
上
り
鮎

	

平
田
由
香
里
（
新
潟
県
新
潟
市
）

102　

玉
串
の
捧
ぐ
ご
と
鳴
く
風
鈴
や

103　

風
鈴
や
ビ
ル
の
谷
間
の
朧
月

	

馬
淵　
　

凌
（
富
山
県
射
水
市
）

104　

落
ち
椿
尚
も
咲
か
ん
と
天
仰
ぐ

105　

山
笑
い
還
る
い
の
ち
に
花
飾
る

	

佐
藤　

礼
代
（
千
葉
県
千
葉
市
）

106　

見
上
げ
れ
ば
青
空
に
浮
か
ぶ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

107　

子
を
生
ん
で
ハ
エ
さ
え
打
て
ぬ
弱
き
母

	

中
浴　

智
美
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

108　

八
月
や
子
ら
に
昭
和
を
語
り
継
ぐ

109　

母
と
子
の
尽
き
ぬ
話
や
帰
省
の
夜

	

小
池　

成
功
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

110　

花
見
留
守
母
不
機
嫌
の
台
所

111　

母
素
振
り
見
せ
ず
厨
の
春
の
風
邪

	

花
月　

大
師
（
東
京
都
板
橋
区
）

112　

草
木
に
明
る
き
少
女
風
光
る

113　

改
札
と
平
行
に
待
つ
燕
の
巣
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伊
藤　

京
子
（
愛
知
県
東
浦
町
）

114　

初
蝶
や
人
生
ゲ
ー
ム
の
賽
を
振
る

115　

家
ご
と
の
灯
り
の
色
や
朧
月

116　

春
夕
焼
す
べ
り
台
で
母
を
待
つ

117　

手
洗
ひ
の
列
に
並
ぶ
子
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

	
中
島　

紀
生
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

118　

風
青
し
紀
伊
の
空
山
海
青
し

119　

散
ら
さ
じ
と
手
折
る
盛
り
の
紫
木
蓮

120　

天
地
へ
達
す
る
枝
垂
桜
か
な

121　

炎
天
の
紀
の
川
を
汲
む
散
水
車

	

窪
田
か
づ
江
（
静
岡
県
富
士
市
）

122　

夜
桜
の
白
き
ひ
と
ひ
ら
ま
た
ひ
と
ひ
ら

123　

影
ひ
と
つ
絵
踏
の
島
の
正
午
な
り

	

周　

冠　

廷
（
台
湾
新
竹
市
）

124　

虹
を
超
え
未
知
な
る
世
界
へ
飛
び
立
と
う

125　

ホ
タ
ル
舞
う
三
朝
温
泉
縁
結
び

	

顏　

貞　

宜
（
台
湾
桃
園
市
）

126　

初
時
雨
コ
ア
ラ
を
癒
す
天
の
涙

127　

飛
び
魚
や
津
波
の
如
く
押
し
寄
せ
る



− 11 −

選
者
詠
草

鳥
　
井
　
保
　
和

小
　
阪
　
南
　
枝

山
笑
ふ
御
虎
子
の
嬰
の
蒙
古
斑

み
ど
り
児
を
転
が
し
て
ゐ
る
天
瓜
粉

ウ
イ
ル
ス
に
篭
も
り
し
春
を
惜
し
ま
ば
や

葉
桜
と
な
り
て
茂
み
に
紛
れ
け
り
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笠
　
野
　
千
　
居

ア
ッ
ツ
桜
戦
な
き
世
を
花
盛
り

顔か
ん
ば
せに
残
る
金
箔
御
開
帳
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選
者
賞

鳥
　
井
　
保
　
和  

選

花
片
を
籠
に
花
咲
爺
の
如	

天　

倉　
　
　

都
（
和
歌
山
市
）

子
に
は
子
の
小
さ
き
四
手
白
魚
汲
む	

野　

口　
　
　

城
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

小
　
阪
　
南
　
枝  
選

寒
雷
や
塔
を
貫
く
心
柱	

土　

江　

祥　

元
（
岩
出
市
）

水
音
の
日
毎
豊
か
に
蕗
の
薹	

奥　

川　

純　

子
（
紀
北
町
）

笠
　
野
　
千
　
居  

選

寒
雷
や
塔
を
貫
く
心
柱	

土　

江　

祥　

元
（
岩
出
市
）

初
景
色
画
く
一
色
の
古
代
墨	
木　

幡　

嘉　

子
（
あ
わ
ら
市
）
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短
　
歌

海南文化協会邦楽研究部による演奏
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大
　
賞

明
　
賞

下　

野　

香　

代

き
し
め
ん
を
名
古
屋
駅
に
て
食
み
し
旅

そ
の
遙
か
な
る
二
人
の
時
間

浄
　
賞

森　
　
　

悦　

子

酷
暑
の
日
茅
の
輪
く
ぐ
れ
ば

神
殿
に
風
と
の
コ
ラ
ボ
百
の
風
鈴
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優
秀
賞

正
　
賞

島　
　

さ 

つ 

き

着
ぶ
く
れ
て
背
負
う
荷
物
に
ビ
ル
灯
り

ほ
の
ぼ
の
上
る
八
十
路
の
坂
を

直
　
賞

妻　

木　

伊
佐
子

洗
濯
の
白
い
シ
ャ
ツ
か
ら
透
か
し
見
る

柔
軟
剤
の
香
る
夏
空

勤
　
賞

森　

田　

瑠
璃
子

赤
襷
巻
き
し
梵
鐘
供
出
に
村
人
送
る

戦
時
下
の
夏
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人
麿
賞
（
春
日
の
森
賞
）	

（
春
日
神
社
の
神
様
の
子
孫
に
柿
本
人
麿
が
い
ま
す
）

人
麿
賞
は
春
日
神
社
よ
り
出
さ
れ
ま
す
。

戦
中
に
生
ま
れ
し
三
女
落
胆
の
祖
母
の
顔
た
つ
わ
が
誕
生
日	

浜　

田　

佳
世
子

天
を
つ
く
樅
の
樹
上
ゆ
ひ
そ
や
か
な
星
の
流
る
る
通
い
路
の
あ
り	

瀬 

戸 

内　
　

光

踏
み
し
だ
く
人
こ
そ
あ
ら
ね
路
傍
な
る
草
の
香
著
し
春
の
廃
線	

小　

竹　
　
　

哲

四
月
と
ふ
や
は
き
夕
べ
を
帰
り
ゆ
く
自
粛
に
終
り
し
さ
く
ら
の
道
を	

高　

岡　

淳　

子

間
違
い
の
電
話
が
一
度
あ
り
し
の
み
日
暮
れ
て
ひ
と
り
の
雨
戸
を
閉
じ
る	

鯵　

本　

ミ
ツ
子

妣
の
歌
載
り
た
る
歌
集
ひ
も
と
け
ば
吾
を
案
ず
る
歌
の
多
か
り	

松　

田　

容　

典

門
開
け
て
何
時
で
も
来
て
ね
と
口
癖
の
友
は
逝
き
た
り
門
は
閉
ま
り
き	

廣　

田　

明　

代

海
外
と
い
え
ば
満
州
だ
け
の
叔
父
世
紀
の
幕
を
百
歳
に
閉
ず	

中　

尾　

加　

代

九
十
四
の
師
匠
が
走
り
ゐ
る
限
り
吾
マ
ラ
ソ
ン
を
リ
タ
イ
ヤ
出
来
ぬ	

兵　

野　
　
　

勉

刻
む
音
煮
る
音
聞
け
ば
厨
辺
は
小
さ
き
幸
の
音
に
満
ち
い
る	

千　

葉　

ひ
と
み

ウ
イ
ル
ス
に
卒
業
式
無
き
学
舎
に
別
れ
を
惜
し
む
生
徒
ら
集
う	

野　

上　

恵　

子

病
院
の
予
約
日
を
記
す
カ
レ
ン
ダ
ー
大
安
と
あ
り
何
故
か
落
ち
つ
く	

原　

見　

慶　

子

外
つ
国
の
人
も
日
本
に
歌
を
詠
む
三
十
一
文
字
に
流
る
る
時
間	

本　

田　

花　

枝



− 18 −

１　

少
女
ら
の
春
の
服
よ
り
歌
声
の
さ
く
ら
さ
く
ら
と
風
に
乗
り
来
る	

山
田　

暁
美
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

２　

春
め
き
て
誘
う
二
度
寝
の
雨
の
音
恋
猫
鳴
き
て
軒
下
通
る

３　

門
開
け
て
何
時
で
も
来
て
ね
と
口
癖
の
友
は
逝
き
た
り
門
は
閉
ま
り
き	

廣
田　

明
代
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

４　

一
心
に
生
き
て
い
る
よ
と
鳴
く
蝉
に
喧
し
い
と
は
吾
は
言
う
ま
い

５　

遠
き
日
の
母
の
菱
餅
あ
ら
れ
餅
あ
は
き
三
彩
が
飾
る
雛
壇	

前
田　

汐
音
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

６　

ス
ー
ツ
着
て
ピ
ア
ノ
上
手
な
拓
ち
ゃ
ん
が
僻
地
教
師
を
目
指
す
こ
の
朝

７　

春
を
待
つ
幼
児
の
ご
と
く
心
揺
れ
透
析
後
ゆ
く
遊
び
を
思
う	

清
水　

将
一
（
愛
知
県
扶
桑
町
）

８　

雪
ウ
サ
ギ
足
跡
の
先
キ
タ
キ
ツ
ネ
微
動
だ
に
せ
ず
こ
ち
ら
見
て
居
り

９　

人
生
の
半
分
以
上
こ
と
ご
と
く
己
を
忘
れ
て
た
だ
の
ほ
ほ
ん
と	

福
岡　
　

悟
（
東
京
都
八
王
子
市
）

10　

オ
キ
ナ
ワ
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
フ
ク
シ
マ
よ
人
間
な
ん
だ
フ
ァ
イ
ア
・
ス
ト
ー
ム

11　

赤
あ
か
と
口
の
光
れ
る
狛
犬
よ
初
日
に
向
か
い
一
声
吠
え
し
か	

上
田　

康
彦
（
千
葉
県
四
街
道
市
）

12　

店
頭
の
タ
イ
ム
セ
ー
ル
の
人
に
似
て
忙
し
き
動
き
お
ば
ち
ゃ
ん
目
白

13　

海
外
と
い
え
ば
満
州
だ
け
の
叔
父
世
紀
の
幕
を
百
歳
に
閉
ず	

中
尾　

加
代
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

14　

蘭
を
好
く
叔
父
は
語
り
き
満
州
の
国
花
に
抱
き
し
若
き
日
の
夢

15　

天
性
か
並
べ
ば
前
へ
の
競
走
馬
新
人
賞
を
狙
い
い
な
な
く	

木
下　

晴
生
（
京
都
府
京
都
市
）

16　

思
い
知
る
記
憶
の
悪
さ
今
日
か
ら
は
気
を
つ
け
ま
す
と
言
い
訳
を
す
る

17　

か
わ
い
ら
し
花
咲
か
せ
た
る
雑
草
も
む
し
る
と
な
れ
ば
命
に
迷
う	

東
家　

芳
寛
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

18　

草
芽
吹
く
雪
解
け
水
を
糧
と
し
て
大
い
な
る
地
は
緑
奏
で
る

19　

満
潮
の
河
口
に
跳
ぬ
る
は
鮬
ら
し
銀
鱗
光
り
夕
闇
せ
ま
る	

浜
田
佳
世
子
（
和
歌
山
県
美
浜
町
）
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20　

戦
中
に
生
ま
れ
し
三
女
落
胆
の
祖
母
の
顔
た
つ
わ
が
誕
生
日

21　

天
を
つ
く
樅
の
樹
上
ゆ
ひ
そ
や
か
な
星
の
流
る
る
通
い
路
の
あ
り	

瀬
戸
内　

光
（
山
口
県
光
市
）

22　

曼
珠
沙
華
に
く
れ
な
い
零
し
離
れ
ゆ
く
火
星
は
や
が
て
星
の
ひ
と
つ
に

23　

九
十
四
の
師
匠
が
走
り
ゐ
る
限
り
吾
マ
ラ
ソ
ン
を
リ
タ
イ
ヤ
出
来
ぬ	

兵
野　
　

勉
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
）

24　

マ
ラ
ソ
ン
の
レ
ー
ス
に
足
を
痛
め
れ
ど
目
線
上
げ
ろ
と
自
身
励
ま
す

25　

踏
み
し
だ
く
人
こ
そ
あ
ら
ね
路
傍
な
る
草
の
香
著
し
春
の
廃
線	

小
竹　
　

哲
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

26　

城
山
を
下
れ
ば
春
の
畑
な
り
金
柑
エ
ン
ド
ウ
大
根
の
花

27　

刻
む
音
煮
る
音
聞
け
ば
厨
辺
は
小
さ
き
幸
の
音
に
満
ち
い
る	

千
葉
ひ
と
み
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

28　

雪
残
る
町
の
花
屋
の
ド
ア
を
押
し
暖
色
満
つ
る
春
を
見
に
ゆ
く

29　

ス
マ
ホ
み
る
人
ら
大
方
マ
ス
ク
し
て
夜
の
電
車
は
穀
雨
を
走
る	

森
元　

輝
彦
（
山
口
県
周
南
市
）

30　

軒
先
の
忘
れ
し
風
鈴
不
意
に
鳴
る
覚
め
て
思
へ
り
ひ
と
り
の
進
退

31　

何
も
か
も
悲
し
か
っ
た
と
十
歳
が
肩
叩
き
の
唄
知
ら
ず
逝
き
た
り	

森
元　

英
子
（
山
口
県
周
南
市
）

32　

強
張
り
て
放
蝶
の
と
き
を
待
つ
子
ら
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と
翔
ば
む
と
す
な
り

33　

ド
ク
タ
ー
の
指
示
に
従
い
散
歩
す
る
休
み
休
み
に
四
千
歩
程	

野
上　

恵
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

34　

ウ
イ
ル
ス
に
卒
業
式
無
き
学
舎
に
別
れ
を
惜
し
む
生
徒
ら
集
う

35　

若
竹
の
親
に
負
け
じ
と
天
を
突
く
不
易
の
気
迫
わ
れ
も
浴
さ
む	

貞
住　

昌
彦
（
東
京
都
新
宿
区
）

36　

照
葉
の
春
日
の
森
の
霊
気
を
ば
吸
は
む
と
吾
は
マ
ス
ク
と
る
な
り

37　

那
智
の
滝
背
に
し
て
写
真
の
亡
父
の
旅
羽
織
袴
に
ト
ラ
ン
ク
さ
げ
て	

寒
川　

靖
子
（
香
川
県
丸
亀
市
）

38　

母
に
義
母
看
取
り
て
年
は
め
ぐ
り
来
し
そ
れ
ぞ
れ
の
お
く
つ
き
に
彼
岸
花
咲
く
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39　

病
院
の
予
約
日
を
記
す
カ
レ
ン
ダ
ー
大
安
と
あ
り
何
故
か
落
ち
つ
く	

原
見　

慶
子
（
和
歌
山
県
日
高
川
町
）

40　

家
の
前
の
道
の
辺
の
草
刈
り
く
る
る
人
ら
に
運
ぶ
熱
き
コ
ー
ヒ
ー

41　

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
恐
れ
校
門
を
鎖
す
鉄
扉
に
春
の
雪
降
る	

原　
　

ひ
ろ
し
（
大
分
県
国
東
市
）

42　

風
鈴
の
風
の
高
さ
に
聞
く
音
色
恋
し
懐
か
し
そ
の
膝
枕

43　

九
十
す
ぎ
歳
に
不
足
は
な
け
れ
ど
も
他
人
に
う
つ
す
コ
ロ
ナ
恐
ろ
し	

杉
本　

靜
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

44　

歩
行
器
を
た
よ
り
に
よ
ろ
と
息
を
つ
き
病
の
山
坂
今
回
も
あ
ゆ
ま
む

45　

お
馬
さ
ん
し
た
翌
日
は
し
み
じ
み
と
内
出
血
せ
る
膝
小
僧
洗
ふ	

岡
﨑
美
代
子
（
東
京
都
杉
並
区
）

46　

淡
々
と
地
球
は
公
転
・
自
転
す
る
億
年
同
じ
コ
ロ
ナ
禍
の
今
も

47　

洗
濯
の
白
い
シ
ャ
ツ
か
ら
透
か
し
見
る
柔
軟
剤
の
香
る
夏
空	

妻
木
伊
佐
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

48　

爽
や
か
な
緩
急
自
在
筆
の
跡
安
ら
ぎ
覚
ゆ
墨
の
濃
淡

49　

見
下
ろ
せ
ば
蒼
き
大
地
に
区
切
り
無
く
鶴
ま
っ
す
ぐ
に
雛
育
つ
地
へ	

野
村　

貞
江
（
山
口
県
周
南
市
）

50　

ケ
ー
キ
で
も
買
う
か
と
夫
は
振
り
返
る
四
十
年
目
の
私
の
祝
い

51　

産
直
に
吾
の
名
呼
ぶ
あ
り
は
て
誰
と
見
れ
ば
小
松
菜
並
べ
ゐ
る
叔
父	

川
久
保
早
苗
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

52　

産
直
に
叔
父
と
邂
逅
ま
た
縁
近
況
聞
き
合
ひ
青
菜
も
レ
ジ
籠

53　

四
月
と
ふ
や
は
き
夕
べ
を
帰
り
ゆ
く
自
粛
に
終
り
し
さ
く
ら
の
道
を	

高
岡　

淳
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

54　

む
ら
さ
き
の
花
一
斉
に
空
高
く
掲
げ
て
桐
の
卯
月
の
一
樹

55　

夜
店
よ
り
金
魚
掬
ひ
て
鉢
に
入
れ
机
の
上
に
十
年
経
た
り	

大
沼
二
三
枝
（
山
形
県
鶴
岡
市
）

56　

時
鳥
筒
鳥
鳴
く
山
十
数
キ
ロ
八
十
間
近
歩
く
を
得
た
り

57　

菜
の
花
の
そ
よ
ぐ
川
べ
り
に
人
無
く
も
碧
の
水
面
に
小
鮒
は
群
れ
る	

塚
田　

悠
太
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
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58　

黄
金
の
魚
の
泳
ぐ
昼
下
が
り
た
だ
水
琴
の
音
の
み
わ
た
る

59　

江
戸
川
を
水
の
け
ぶ
り
の
お
お
う
朝
見
え
ぬ
奥
よ
り
草
笛
と
ど
く	

山
本　
　

明
（
千
葉
県
市
川
市
）

60　

米
を
終
え
麦
ま
き
始
む
る
古
老
た
ち
澄
ん
だ
空
気
に
声
交
わ
し
あ
う

61　

き
し
め
ん
を
名
古
屋
駅
に
て
食
み
し
旅
そ
の
遙
か
な
る
二
人
の
時
間	

下
野　

香
代
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
）

62　

エ
ン
ド
ウ
の
蔓
は
掴
ま
る
す
べ
の
無
く
隣
同
士
で
絡
み
合
い
た
り

63　

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
初
夏
の
風
ふ
く
ら
ま
せ
自
転
車
を
漕
ぐ
ど
こ
ま
で
も
青	

森　
　

悦
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

64　

酷
暑
の
日
茅
の
輪
く
ぐ
れ
ば
神
殿
に
風
と
の
コ
ラ
ボ
百
の
風
鈴

65　

悲
話
偲
び
ゆ
く
人
あ
る
に
供
ふ
ら
し
皇
子
の
碑
に
挿
す
白
百
合
の
花	

野
入　

博
史
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

66　

夭
折
の
皇
子
を
偲
べ
ば
初
夏
の
藤
白
峠
に
咲
く
遅
桜

67　

ゼ
フ
ュ
ロ
ス
よ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

　
　
　
　
　

ス
ギ
花
粉
運
ん
で
行
っ
て
く
れ
ぬ
か
ゼ
フ
ィ
ロ
ス	

斉
藤　
　

隆
（
青
森
県
板
柳
町
）

68　

堅
雪
の
り
ん
ご
畑
の
剪
定
へ
吾
も
梯
子
も
三
尺
高
し

69　

坂
道
を
一
歩
一
歩
に
力
入
れ
わ
れ
の
手
を
引
き
の
ぼ
る
四
歳	

森
田
瑠
璃
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

70　

赤
襷
巻
き
し
梵
鐘
供
出
に
村
人
送
る
戦
時
下
の
夏

71　

口
づ
け
を
は
な
し
て
月
の
上
り
け
り
い
よ
い
よ
深
き
海
の
郡
青	

龍
田　

早
苗
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

72　

八
畳
を
華
や
か
に
変
え
一
枝
の
石
楠
花
コ
ッ
プ
に
深
紅
を
ひ
ろ
ぐ

73　

海
棠
の
今
年
も
咲
け
る
路
地
を
行
く
生
家
の
庭
に
も
あ
り
し
花
な
り	

鯵
本
ミ
ツ
子
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

74　

間
違
い
の
電
話
が
一
度
あ
り
し
の
み
日
暮
れ
て
ひ
と
り
の
雨
戸
を
閉
じ
る

75　

薄
紅
と
薄
髪
散
ら
す
春
風
の
方
位
を
除
け
て
背
中
押
さ
れ
る	

菱
田　

清
行
（
大
阪
府
和
泉
市
）
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76　

紀
伊
路
ゆ
く
景
色
は
太
古
と
変
わ
れ
ど
も
に
お
い
は
同
じ
春
の
日
の
森

77　

若
緑
艶
め
く
力
地
に
充
ち
て
紀
伊
の
ド
ラ
イ
ブ
鼻
歌
ル
ル
ル
ン	

宮
地　

浩
美
（
大
阪
府
和
泉
市
）

78　

ク
マ
蜂
の
羽
音
ブ
ン
ブ
ン
場
所
告
げ
る
寄
り
道
の
庭
藤
花
た
わ
わ

79　

春
過
ぎ
て
吾
声
だ
け
が
こ
だ
ま
す
る
役
目
を
終
え
た
広
き
食
卓	

小
菅　

浩
之
（
新
潟
県
新
潟
市
）

80　

手
紙
添
え
想
い
伝
え
る
チ
ョ
コ
の
箱
小
指
で
ず
っ
と
彼
の
名
な
ぞ
る

81　

傷
つ
け
る
べ
き
ぢ
や
な
か
つ
た
春
キ
ャ
ベ
ツ
親
指
だ
け
で
た
や
す
く
割
れ
て	

寺
内
ゆ
り
子
（
千
葉
県
千
葉
市
）

82　

畦
道
に
残
り
し
孫
の
足
あ
と
を
カ
メ
ラ
に
し
ま
ふ
背
中
の
う
す
さ

83　

着
ぶ
く
れ
て
背
負
う
荷
物
に
ビ
ル
灯
り
ほ
の
ぼ
の
上
る
八
十
路
の
坂
を	

島　

さ
つ
き
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

84　

老
い
て
尚
私
好
み
の
冬
帽
子
日
日
褪
せ
て
ゆ
く
思
い
出
ひ
と
つ

85　

京
都
御
苑
の
さ
く
ら
の
ビ
デ
オ
に
涙
す
る
コ
ロ
ナ
疲
れ
の
こ
こ
ろ
は
ら
は
ら	

木
村
い
く
子
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

86　

菜
の
花
に
光
あ
ま
ね
く
降
り
注
ぐ
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
知
る
や
知
ら
ず
や

87　

外
つ
国
の
人
も
日
本
に
歌
を
詠
む
三
十
一
文
字
に
流
る
る
時
間	

本
田　

花
枝
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

88　

声
立
て
て
笑
ふ
日
の
あ
れ
妹
の
刹
那
の
ご
と
き
日
日
を
思
へ
ば

89　

山
道
を
誰
も
通
ら
ぬ
安
け
さ
に
ヤ
ッ
ホ
ー
な
ど
と
叫
ん
で
見
た
り	

宮
﨑
ト
シ
ミ
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

90　

度
忘
れ
を
紛
ら
か
し
つ
つ
繕
い
て
辻
褄
合
わ
す
私
は
ピ
エ
ロ

91　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
紅
は
紅
色
白
は
白
取
り
替
え
ら
れ
ぬ
尊
さ
に
咲
く	

松
田　

容
典
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

92　

人
は
皆
や
さ
し
さ
の
壺
抱
き
い
る
そ
の
壺
傾
げ
つ
つ
吾
も
歩
ま
ん

93　

妣
の
歌
載
り
た
る
歌
集
ひ
も
と
け
ば
吾
を
案
ず
る
歌
の
多
か
り

94　

人
は
皆
笑
顔
の
奥
に
数
多
な
る
悩
み
抱
き
て
生
き
る
と
知
れ
り
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95　

暮
れ
泥
む
空
に
夕
月
か
か
り
い
て
春
宵
一
刻
藤
花
白
し

96　

物
憂
げ
に
少
女
は
何
を
思
い
い
る
ル
ノ
ア
ー
ル
描
く
「
少
女
イ
レ
ー
ヌ
」

97　

二
人
し
て
お
膳
を
飾
る
初
が
つ
お
年
金
暮
ら
し
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数	

山
田　

泰
生
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

98　

哀
し
み
や
歓
ぶ
こ
と
の
冥
利
あ
り
わ
れ
に
愛
し
き
生
と
い
ふ
べ
く

99　

青
き
葉
に
青
き
毬
栗
身
を
潜
め
胎
児
の
ご
と
く
披
露
目
の
日
を
待
つ	

木
暮
由
利
子
（
群
馬
県
渋
川
市
）

100　

雷
雨
去
り
し
ら
っ
と
輝
く
太
陽
に
ず
ぶ
ぬ
れ
の
蓮
が
ウ
イ
ン
ク
放
つ

101　

和
歌
山
城
枝
垂
れ
桜
が
咲
き
匂
う
そ
れ
で
も
友
は
屋
体
の
団
子	

西
山　

五
鈴
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

102　

桜
過
ぎ
散
歩
路
木
下
明
る
み
て
皐
月
は
新
た
な
ド
ラ
マ
始
め
る

103　

背
筋
伸
び
柱
状
節
理
の
や
う
な
人
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
平
行
に
立
つ	

浦
木　

逸
子
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

104　

そ
の
昔
紀
州
木
の
国
木
の
香
り
紀
の
川
上
に
先
祖
住
み
ゐ
し

105　

枯
れ
草
の
合
間
に
赤
き
体
持
つ
キ
ト
ピ
ロ
撫
で
る
風
は
丸
く
て	

服
部
明
日
檜
（
東
京
都
大
田
区
）

106　

秘
密
だ
と
誘
わ
れ
行
く
は
暗
き
沢
空
は
一
面
蕗
蕗
蕗
が

107　

疫
病
に
怯
え
る
世
界
生
き
る
と
は
死
へ
向
か
い
つ
つ
肉
屠
る
こ
と	

小
川
か
を
り
（
東
京
都
狛
江
市
）

108　

触
れ
合
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
い
わ
れ
哺
乳
類
に
は
辛
い
世
の
中

109　

柔
ら
か
な
こ
の
子
の
腹
を
切
る
と
い
う
告
げ
る
医
師
と
病
室
の
桃

110　

さ
く
ら
さ
く
ら
振
り
さ
け
み
れ
ば
あ
な
た
か
と
思
っ
た
、
な
ん
だ
春
の
訪
れ	

平
山
友
里
夏
（
秋
田
県
湯
沢
市
）

111　

夕
立
に
打
た
れ
た
ト
マ
ト
の
露
の
よ
う
に
燃
え
る
命
の
君
に
会
い
た
い

112　

朝
日
差
す
児
の
頬
ほ
ん
の
り
赤
み
さ
し
そ
っ
と
カ
ー
テ
ン
閉
め
る
日
曜	

佐
藤　

礼
代
（
千
葉
県
千
葉
市
）

113　

し
ゃ
が
み
込
み
児
の
高
さ
で
見
る
世
界
に
は
三
十
四
年
前
の
た
ん
ぽ
ぽ



− 24 −

選
者
詠
草

唐
津
麻
　
貴
　
子

山
の
あ
な
た
よ
り
望
め
ば
こ
こ
が
山
の
あ
な
た
幸
い
は
雲
に
乗
り
浮
遊
す
る

ジ
ャ
ン
ボ
籤
買
う
列
避
け
て
歩
み
ゆ
く
夢
な
き
わ
が
影
踏
み
つ
つ
詫
び
し

石
　
井
　
和
　
子

永
遠
の
回
帰
絶
ち
た
る
流
星
を
沈
め
し
海
に
還
ら
む
か
吾
も

生
く
こ
と
の
数
多
の
知
恵
は
意
識
下
に
時
代
の
川
に
ゆ
る
り
漂
ふ
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井
谷
　
ま
さ
み
ち

拓
か
れ
し
丘
埋
め
た
る
家
々
の
滅
び
に
向
か
ふ
加
速
度
も
見
ゆ

視
野
閉
ざ
す
ま
で
に
勢
ふ
新
緑
の
庭
に
小
鳥
の
声
睦
び
合
ふ
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選
者
賞

唐
津
麻
　
貴
　
子  

選

赤
襷
巻
き
し
梵
鐘
供
出
に
村
人
送
る
戦
時
下
の
夏	

森　

田　

瑠
璃
子

エ
ン
ド
ウ
の
蔓
は
掴
ま
る
す
べ
の
無
く
隣
同
士
で
絡
み
合
い
た
り	

下　

野　

香　

代

石
　
井
　
和
　
子  

選

四
月
と
ふ
や
は
き
夕
べ
を
帰
り
ゆ
く
自
粛
に
終
り
し
さ
く
ら
の
道
を	

高　

岡　

淳　

子

着
ぶ
く
れ
て
背
負
う
荷
物
に
ビ
ル
灯
り
ほ
の
ぼ
の
上
る
八
十
路
の
坂
を	

島　
　

さ 

つ 

き

井
谷
　
ま
さ
み
ち  

選

戦
中
に
生
ま
れ
し
三
女
落
胆
の
祖
母
の
顔
た
つ
わ
が
誕
生
日	

浜　

田　

佳
世
子

き
し
め
ん
を
名
古
屋
駅
に
て
食
み
し
旅
そ
の
遙
か
な
る
二
人
の
時
間	

下　

野　

香　

代
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風
鈴
ま
つ
り
〔
短
歌
・
俳
句
会
〕
募
集

　

短
冊
に
短
歌
や
俳
句
が
書
か
れ
た
風
鈴
が
、
春
日
神
社
拝
殿
一
面

に
吊
る
さ
れ
、
短
歌
・
俳
句
な
ど
の
芸
能
上
達
祈
願
や
色
々
な
願
い

ご
と
が
祈
願
さ
れ
る
ま
つ
り
で
す
。

［
応
募
要
項
］

●
応
募
締
切　

八
月
五
日
頃
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

風
鈴
の
短
冊
に
作
品
と
氏
名
を
書
き
事
務
局
宛
に

風
鈴
と
共
に
郵
送
下
さ
い
。

●
展
示
期
間　

八
月
一
日
〜
八
月
十
五
日

●
展
示
場
所　

春
日
神
社
拝
殿

　

今
年
の
夏
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
賜
わ
り
度
く
、
皆
々
様
の

ご
出
品
を
心
よ
り
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
品
者
全
員
に
短
歌
・
俳
句
作
品
集
「
風
鈴
ま
つ
り
」
を
贈
呈
。

事
務
局　

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

春
日
神
社
社
務
所
（
三
上
）
宛

電
話　

〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

「
熊
野
・
高
野
」短
歌・俳
句
大
会
作
品
募
集

第 

十
六 

回

●
募
集
内
容　

熊
野
の
部
（
熊
野
古
道
関
連
）
＝
六
点
ま
で
。

高
野
の
部
（
高
野
山
、
高
野
街
道
関
連
）
＝
六
点
ま
で
。

（
合
計
十
二
点
ま
で
。
未
発
表
作
品
。
楷
書
で
丁
寧
に
。）

原
稿
用
紙
ま
た
は
便
箋
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
。

●
出 

点 

料　

二
点
（
一
組
）
千
円
（
作
品
に
同
封
。
切
手
不
可
。）

●
応
募
締
切　

令
和
三
年
二
月
〜
四
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応 

募 

先　

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一
（
春
日
神
社
内
）

「
熊
野
・
高
野
」
短
歌
・
俳
句
大
会
係

☎
〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

●
選
　
　
者　
（
短
歌
の
部
）　

水
本　

光
・
杉
谷
睦
生

（
俳
句
の
部
）　

桑
島
啓
司
・
木
下
敦
子

●
　 

賞 　
　
【
熊
野
の
部
】　
神
社
本
庁
統
理
賞
＝
一
名

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞
＝
一
名

熊
野
本
宮
大
社
賞
＝
各
一
名

熊
野
速
玉
大
社
賞
＝
各
一
名

熊
野
那
智
大
社
賞
＝
各
一
名

松
代
王
子
賞
＝
各
若
干
名

【
高
野
の
部
】　
神
社
本
庁
統
理
賞
＝
一
名

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞
＝
一
名

高
野
山
金
剛
峯
寺
賞
＝
各
一
名

丹
生
都
比
売
神
社
賞
＝
各
一
名

丹
生
官
省
符
神
社
賞
＝
各
一
名

金
剛
院
賞
＝
各
若
干
名

●
発
　
　
表
　
風
鈴
ま
つ
り
（
八
月
一
日
〜
十
五
日
）
に
て
発
表
。
受
賞

者
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
作
品
集
「
や
ま
な
み

参
詣
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
熊
野
の
部
と
高
野
の
部
を
同
じ
用
紙
に
書
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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春
日
万
葉
の
森
歌
垣（
短
歌・俳
句
）大
会
募
集

第 
二
十
三 

回
大
　
会
　
要
　
項

●
募
集
内
容　
　

四
季
を
通
じ
た
作
品
で
内
容
は
自
由
。（
未
発
表
の
も
の
）

●
応
募
規
定　
　

用
紙
（
Ａ
４
）
右
半
分
に
作
品

｛
一
組
（
二
首
又
は
二
句
）｝
＝
三
組
ま
で
可

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
令
、

性
別
、
電
話
番
号
を
楷
書
で
記
入
。

●
応
募
締
切　
　

令
和
三
年
二
月
〜
四
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
参 

加 

料　
　

二
首
又
は
二
句
（
一
組
）
一
、〇
〇
〇
円

現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
定
額
小
為
替
で
作
品
と
と
も
に
同
封
。

（
切
手
不
可
）

●
応 

募 

先　
　

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

（
春
日
神
社
社
務
所
内　

三
上　

宛
）

「
春
日
万
葉
の
森
歌
垣
大
会
」
事
務
局
ま
で
。

☎
〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

●
　 

賞 

　　
　

大　

賞
（
短
歌
俳
句
各
一
名
）
…
賞
状
＋
楯

優
秀
賞
（
短
歌
俳
句
各
三
名
）
…
賞
状
＋
楯

人
麿
賞
・
一
入
子
賞
…
賞
状

（
作
品
集
「
神
奈
備
」
一
冊
を
贈
呈
）
全
作
品
収
録

●
選
　
　
者　
　
（
短
歌
の
部
）　

石
井　

和
子
、
井
谷
ま
さ
み
ち
、
唐
津
麻
貴
子

（
俳
句
の
部
）　

笠
野　

千
居
、
小
阪　

南
枝
、
鳥
井　

保
和

（
五
十
音
順
）

右
記
の
賞
と
は
別
に
選
者
賞
有
り

●
発
　
　
表
　
　
風
鈴
ま
つ
り
（
八
月
一
日
〜
十
五
日
）
に
て
発
表
。
受
賞
者

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
作
品
集
「
神
奈
備
」
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
疫
病
の
流

行
に
よ
り
誠
に
残
念
な
が
ら
表
彰
式
並
び
に
邦
楽
の

演
奏
な
ど
が
取
り
や
め
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
々
様
に
は
ご
了
承
賜
り
慶
く
存
じ
ま
す
。
入
賞
の

皆
様
に
は
賞
状
等
を
郵
送
に
て
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
風
鈴
ま
つ
り
」
は
例
年
の
よ
う
に
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
集
「
神
奈
備
」
は
、
東
京
の
国
立
国
会

図
書
館
・
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
並
び
に
和
歌
山
県

立
図
書
館
、
同
紀
南
分
館
に
納
本
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
作
品
は
春
日
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

寄
贈
句
集
・
歌
集
な
ど

「
星
雲
」	

鳥
井　

保
和

「
滝
山
」	

桑
島　

啓
司

「
き
の
く
に
54
」	

和
歌
山
県
歌
人
ク
ラ
ブ

http://kasuga-kainan.com
/
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令
和
二
年
八
月
一
日
発
行

春
日
万
葉
の
森
歌
垣

（
短
歌
・
俳
句
）
大
会
事
務
局

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

春
日
神
社
社
務
所
内
（
三
上
）

電
話　

〇
七
三
（
四
八
三
）
七
五
四
七




